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この夏、子どもたちは教室を飛び出し、地域の
方々との交流を通じて、様々な学びの機会を得ま
した。ゲストティーチャーによる貴重な授業や校外
学習を通して、子どもたちは知識だけでなく、人と
のつながりや感謝の気持ち、そして平和への願い
を育んでいます。

7月9日、5年生は「ここのえ安達農園」の安達誠さん
をお招きし、ブルーベリー栽培にかける熱い思いやご苦
労についてのお話を伺いました。何気なく食べているブ
ルーベリーが、多くの手間と愛情をかけて育てられてい
ることを知り、子どもたちは驚いていました。

7月10日、6年生はICTサポーターの八幡さんを講師に
情報モラルの授業を行いました。インターネットの便利さの
裏に潜む個人情報流失等のリスクと危険性について学び
ました。相手を思いやる心や周囲への配慮がいかに大切
かを改めて考えることができたようです。

7月11日、3年生と5年生はAPUの学生3名との国際
交流を体験しました。英語での自己紹介や母国の文化に
触れる中で、言葉の壁を越えた温かい交流となり、異文
化を肌で感じる貴重な時間となりました。

6月27日、6年生が隣保館人権啓発センターで人権
について学習しました。「人権とは幸せに生きる権利」で
あることや、誰もが持つ「思い込み」「偏見」が誰かを傷
つけることがあることを知るとともに、差別をなくすため
に自分に何ができるかを真剣に考えることができました。

4年生が総合的な学習の時間で、地域の伝統「町田
楽」について調べました。小倉神社見学でその歴史や「町
田楽」とのつながりを知り、６月２０日、前校長の池部義孝
先生からは「町田楽」の詳しい説明を伺うことができまし
た。子どもたちは町田楽を通して地域の伝統や歴史への
関心を高めています。

📘

🌟

～新しいことを知ろうとすること

～自分の考えや気持ちを伝えること

～自分で考えて、自分で行動すること
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学校ホームページにて、南山田小の様々な情報を発信し
ています。
ぜひ、左のQRコード、または下記URLからアクセスして
いただき、南山田小学校のホームページをご覧ください。

南山田小HP QRコード

HPアドレス https://syou.oita-ed.jp/kokonoe/minamiyamada/

学校ホームページ

午前中は、南山田公民館で淮園小学校と合同の平
和集会を実施しました。長崎より被爆者交流証言者で
ある坂本薫さんをお招きし、長崎原爆の被爆者である
丸田和男さんの体験証言を伺いました。スライドや紙芝
居を交えた坂本さんのお話は、戦争の悲惨さや平和の
尊さを深く伝えるものでした。子どもたちは皆、真剣な表
情で熱心に耳を傾けていました。

8月6日、本校では平和について考えるための2つの集会が行われました。

これらの集会を通じて、戦争の恐ろしさ、そして平和の尊さを改めて学びました。平和な社会を未来に引き継ぐために、
一人ひとりが平和について考え、行動していくことの大切さを再認識する貴重な機会となりました。ご協力いただいた
PTAの皆様、「みかんとカボス」の皆様、坂本薫さんに心より感謝申し上げます。

そして、夕方には九重文化センターで「親子で学ぶ平
和のつどい」を開催し、100名を超える児童と保護者
が参加しました。今年は、朗読劇グループ「みかんとカ
ボス」の皆さんをお招きし、大分県で唯一学校の児童
が犠牲となった「保戸島空襲」の朗読劇を講演してい
ただきました。朗読劇を通して、参加者は戦争の悲惨さ
や平和の尊さについて改めて考える貴重な時間を過ご
しました。

月 日 主な学校行事

9月 1日(月) 学力向上会議

9月16日(火) オープンスクール
(8:45～10:20)

１０月 １日(水) 就学時健康診断

10月15日(水) オープンスクール
(8:45～10:20)

10月20日(月)
～21日(火)

修学旅行

10月29日(火) 玖珠郡話し方大会

11月 7日(金) 玖珠郡音楽会

11月15日(土) 学校文化祭

12月 2日(火) マラソン大会

12月24日(水) ２学期終業式

まだまだ残暑が厳しい日が続いておりますが、皆様いかがお

過ごしでしょうか。

さて、2学期が始まりましたが、昨年に引き続き厳しい暑さが

続いています。学校では、子どもたちの安全を第一に考え、こ

れまでの「当たり前」を少しずつ変えています。

例えば、暑い時間帯は外遊びを控えたり、体育の授業内容

を変えたりしています。プールでさえ、水温が上がりすぎて熱中

症の危険がある日は、授業を中止せざるを得ないこともありま

した。他の地域でも、始業式を遅らせるなど、今までにない対

応が求められています。

命の危険を感じるほどの暑さですが、それでも立ち止まるわけ

にはいきません。数年前のコロナ禍を乗り越えてきたように、どん

な状況にも柔軟に対応していきます。

今回の暑さも、同様に乗り越えるべき課題です。ただ活動を

制限するのではなく、この変化を、子どもたちが新しい学びを

見つけるチャンスと捉えています。涼しい室内でのグループ活

動や体育館での遊びを工夫したり、教室で集中して取り組め

るような授業を考えたりと、暑さに負けず、子どもたちが生き生

きと過ごせるよう、取り組んでいます。

これまでも、これからも、子どもたちの安全を守りながら、学

びを止めないためにどうすればよいか、常に最善の方法を考

えていきます。新しい時代に対応した学校づくりを、保護者や

地域の皆さんと一緒に進めていきたいと思っています。引き続

き、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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